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  ―

丸
山
町
方
言
の
自
然
談
話
④―

　前
回
ま
で
と
同
じ
く
、
市
内
南
東
部
の
山
間
の
集
落
、

丸
山
町
の
方
言
談
話
を
紹
介
し
ま
す
。
２
名
の
話
者
Ａ
・
Ｂ

は
と
も
に
丸
山
町
生
え
抜
き（
Ａ 

大
正
８
年
生
ま
れ
・
男
、

Ｂ 

明
治
43
年
生
ま
れ
・
女
）で
す
。
文
字
化
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
表
音
的
片
仮
名
表
記（
文
節
分
か
ち
書
き
）

で
示
し
、
適
宜（

　
　）内
に
共
通
語
訳
を
付
し
、
傍
線
部

に
は
簡
単
な
解
説
を
付
し
ま
し
た
。

Ｂ

　マ
ル
ヤ
マ
ワ

　シ
ラ
ミ
ネ
カ
ラ（
白
峰
か
ら
）
　キ
タ

モ
ノ
ァ

　オ
ラ
ン
ナ
ー
。

Ａ

　マ
ル
ヤ
マ
ワ

　キ
タ
モ
ノ
ァ

　オ
ラ
ン
。
ス
ノ
ダ
ニ

ワ（
須
納
谷
は
）
　オ
ル
カ
モ
シ
レ
ン

　オ
ダ
ケ
ガ（
織
田

家
が
）。
ソ
ー

　ユ
ー
ガ
ヤ（
言
う
ん
だ
）。

　
　（中
略
）

Ｂ

　ホ
ユ
ト

　マ
ユ
オ

　カ
ン
デ
ー

　ヤ
マ
ゴ
エ
デ
ー

　

ア
レ
ァ

　ド
コ

　イ
ッ
タ
ン
エ

　ア
ノ

　マ
ユ

　ウ
ン

ニ（
売
り
に
）
　イ
ッ
タ
ン
ニ
ャ
ワ
レ
。
ホ
ラ

　イ
チ
ニ

チ
ガ
カ
リ
デ

　ア
ー
シ
ャ

　イ
テ

　イ
ッ
テ
ク
ル
ト

　

イ
ッ
カ
モ（
何
日
も
）
　ア
ー
シ
ャ

　イ
テ
ー

　ユ
ー
テ

ワ

　オ
ッ
タ
ワ
レ
。
マ
ユ
オ

　ワ
タ
シ
ラ

　シ
タ
ン
。

マ
ユ

　カ
ン
デ

　ソ
コ
エ
ー

　ウ
ン
ニ
イ
ッ
タ
ヤ
ワ
レ

（
売
り
に
行
っ
た
ん
だ
よ
）
　マ
ユ
オ
。

Ａ

　マ
ユ
オ
カ
。
ソ
レ
ァ
ー

　カ
ー
チ
ャ
ン

　イ
ク
ツ
グ

ラ
イ
ノ

　ト
キ
ヤ
。

Ｂ

　ソ
レ

　イ
ク
ツ
ヤ

　オ
ボ
エ
ネ
ー
ケ
ド

　ソ
レ
ガ
ー

ワ
タ
シ
ラ

　マ
ユ

　コ
シ
ラ
エ
タ
ラ

　ソ
ノ

　マ
ユ
オ

ー

　ホ
ラ

　ヤ
マ
ゴ
エ

　イ
ク
ツ
モ

　コ
エ
タ
リ

　ア

ガ
ッ
タ
リ

　ソ
エ
ッ
テ

　イ
ケ
テ（
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
）。

ホ
イ
ト

　コ
ン
ド

　ア
ー
シ
ガ

　ミ
ッ
カ
ホ
ド

　イ
ト

ー
テ

　オ
エ
ン（
痛
く
て
た
ま
ら
な
い
）。

　
　
　

　【解
説
】

•
カ
ン
デ…

「
担
い
で
」の
意
味
の
カ
ン
デ
は
、
小
松
市
の

山
間
部
や
白
山
麓
の
白
峰
方
言
な
ど
で
聞
か
れ
ま
す
。

•
イ
ッ
タ
ン
ニ
ャ
ワ
レ
、
オ
ッ
タ
ワ
レ
、
ウ
ン
ニ
イ
ッ
タ

ヤ
ワ
レ…

文
末
詞
〜
ワ
レ
は
、
話
し
手
が
相
手
に「
〜
だ

よ
」と
訴
え
か
け
る
場
合
に
使
わ
れ
ま
す
。

•
ア
ー
シ
ャ
、
ア
ー
シ…

旧
能
美
郡
の
方
言
で
は
、
こ
の

よ
う
に
一
部
の
２
拍
名
詞（
頭
高
の
ア
ク
セ
ン
ト
）で
１

拍
目
が
伸
び
て
発
音
さ
れ
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

付
記
：
本
連
載
の
第
１
回
は
１
９
９
８
年
４
月
で
し
た
。

当
初
は
こ
ん
な
に
長
く
続
け
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
い
も

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
気
が
付
い
た
ら
19
年
目
が
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
諸
事
情
か
ら
来
月
号
で
本

連
載
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長
年
ご
愛
読
下
さ
っ

た
皆
様
に
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

方
言
談
話
資
料
に
見
る

　小松
方
言
の
特
徴

　その
11

昔、丸山町の人は峠越えをして白峰まで
繭玉を売りに行きました。

最終回

連
載

－◥◤
市
民
の
皆
様
へ 
　
パ
ス   
ザ   

バ
ト
ン
！
◢◣－

　『新
修 

小
松
市
史
』は
、Ⅰ
期
10
巻
、Ⅱ
期
３
巻
を
発
刊
し
、

今
年
度
は『
産
業
編
』を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
は
、
小
松
の
石
文
化
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
る

と
い
う
ビ
ッ
グ
な
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
み
ま
し
た
。
長
い

歴
史
の
中
で
先
人
が
創
り
上
げ
た
石
の
造
形
美
を
現
在
も

な
お
受
け
継
ぎ
、
技
術
力
と
芸
術
力
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

こ
の
技
術
力
を
、
市
史
で
は
資
料
の
中
か
ら
見
出
し
、
今

回
の『
産
業
編
』で
紹
介
し
ま
す
。

　石
の
生
産
は
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
が
、
小

松
の
誇
れ
る
産
業
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
繊
維
産
業
、
工
業
、

鉱
山
業
、温
泉
業
、農
林
水
産
業
も
盛
ん
で
、特
に
繊
維
産
業
、

鉱
山
業
は
、
戦
前
の
経
済
を
大
き
く
支
え
ま
し
た
。
小
松

製
作
所
の
生
産
力
は
、
現
在
も
産
業
の
中
心
と
し
て
、
当

市
の
柱
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　市
史
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歩
ん
で
き
た
道
の
り
を
資
料

か
ら
紹
介
し
ま
す
が
、
そ
の
収
集
に
は
委
員
の
大
変
な
苦

労
が
あ
り
ま
し
た
。
経
済
分
野
の
資
料
は
、
年
月
が
経
て

ば
処
分
さ
れ
る
こ
と
が
大
半
で
、
こ
れ
を
補
う
に
は
従
事

者
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

生
の
声
を
得
る
に
も
取
材
を
断
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
資

料
収
集
は
困
難
の
連
続
で
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
市
史
の
調
査
は
地
道
で
あ

り
、
市
民
あ
っ
て
の
調
査
な
の
で
す
。
今

後
も
新
た
な
史
実
を
求
め
て
、
パ
ス  

ザ  

バ

ト
ン
。
市
民
の
皆
様
が
先
導
し
て
く
だ
さ

れ
ば
、
そ
の
集
ま
っ
た
声
が
歴
史
と
な
り

ま
す
。

図
書
館
市
史
編
纂
担
当

　☎
24
・
５
３
１
５

賢い消費者になろう

消費せいかつ
VOL.
92

あんしん相談センター　☎24・8071
消費者ホットライン　　☎188

問い合わせ

健康食品を勧められて…!?

1
2

3
4

松
太
く
ん

　
第
10
回

　
絵

：

た
く
ろ
ー

そ
、

そ
う
ね

試
し
に

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
よ

ね
？

最
近
こ
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト

飲
ん
で
る
の

効
果
が
あ
る
し
、

あ
な
た
も
ど
う
？

１
週
間
後

な
に
こ
れ
？

会
員
!?

報
酬
シ
ス
テ
ム
!?

登
録
し
た
覚
え
な
い
わ
よ

１
カ
月

でマ
イ
ナ
ス

10
㎏
よ

そ
の
割
に
は

あ
ま
り
変
わ
っ
て

な
い
よ
う
な…

あ
の
人

マ
ー
ジ
ン

欲
し
さ
に

勧
め
た
の
？

ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
し
ら

…

あ
ん
し
ん
相
談

セ
ン
タ
ー
に

電
話
し
て

み
た
ら
？

※

小
松
市
立
高
校

　芸
術
コ
ー
ス
美
術
専
攻

習い事の先生から、健康食品
を勧められた。料金が高いと

思ったが、断りきれずに購入した。
後日、会員登録の案内と報酬システ
ムなどが書かれた書面が届いた。会
員になるつもりはないので、解約し
たい。

トラブル回避のポイント

事例

◆商品・サービスを契約して、次は
自分が買い手を探し、買い手が増え
るたびにマージン（報酬）が入る商法
がマルチ商法です。
◆親しい友人や習い事の先生から
「病気が治る」「必ず痩せる」などと誇
張して説明されたり、しつこく勧誘さ
れたりしているケースが目立ちます。
◆連鎖販売取引に該当した場合、法
定書面を受け取ってから20日以内で
あればクーリングオフができます。
困ったことがあれば相談しましょう。

▶産
業
編
箱
表
紙

、
、

、
、

、
、

問い合わせ　国際都市推進課　☎24・8039 Visit Komatsu

　～国際交流員キンバリーのこまつ新発見～
私のふるさとのお正月を紹介します！
　私のふるさとシンガポールは多民族国家で、民族によってお祝いの祝い方が異なり
ます。
　1月1日はシンガポールでも祝日ですが、重要な日ではありません。マレー系には正
月より「ハリラヤプアサ（イスラム教の断食明け祝い、6月末～7月初め）」という祝日の
方が重要で、インド系は「ディーワーリー（インド歴の新年、10月末～11月初め）」に新
年を祝います。中華系は旧正月（今年は1月28日）にお祝いをしますが、日本のお正月と
の違いを紹介します。
◇初詣　日本人は多くの人が神社へ初詣に行きますが、シンガポールでは仏教徒がお
寺へ行き願い事をします。
◇飾り　飾りや服は縁起の良い色である赤を好みます（最近は、ダサいと思う若者が多
く、減っていますが…）。提灯、結び紐、金魚、パイナップル、切り紙細工、花、猫柳など
が縁起物とされています。干支のデザインも人気があり、また「倒福」（「福」という文字
を逆さまにしたもの。「福が来る」という意味の言葉と発音が同じ）も家々に貼られます。
◇お年玉　紅包（ホンバウ）というお年玉があります。日本ではお年玉は子供にあげる
ものですが、シンガポールでは大人でも未婚であればもらえます。金額は偶数だと縁
起がよく、特に「8」が良いとされています。
　まだまだあって書ききれませんが、シンガポールの文化を知っていただければうれ
しいです。

▶
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
、
新
年
を
親
し

い
人
と
一
緒
に
ご
ち
そ
う
で
祝
い
ま
す
。

▲縁起物の切り紙細工などの飾り

ちょうちん ひも


